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	製品名: インテグリンβ2（リン酸化Thr758）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab04854
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はインテグリンβ鎖をコードしており、この鎖は複数の異なるα鎖と結合して異なるインテグリンヘテロダイマーを形成します。インテグリンは細胞表面の不可欠なタンパク質であり、細胞接着および細胞表面を介したシグナル伝達に関与しています。コードされているタンパク質は免疫応答において重要な役割を果たしており、この遺伝子の欠陥は白血球接着不全症を引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年12月],疾患：ITGB2の欠陥は、白血球接着不全症I型（LAD1）[MIM:116920]の原因です。LAD1患者は細菌感染症を繰り返すため、白血球の接着に依存するさまざまな機能が欠損しています。,機能：インテグリンα-L/β2は、ICAM1、ICAM2、ICAM3、およびICAM4の受容体です。インテグリンα-M/β-2およびα-X/β-2は、補体第3成分のiC3bフラグメントおよびフィブリノーゲンの受容体です。インテグリンα-X/β-2は、フィブリノーゲンα鎖のG-P-R配列を認識します。インテグリンα-M/β-2は、フィブリノーゲンγ鎖のP1およびP2ペプチドを認識します。インテグリンα-M/β-2は、第X因子の受容体でもあります。インテグリンα-D/β-2は、ICAM3およびVCAM1の受容体です。,オンライン情報:ITGB2変異データベース,PTM:T細胞がホルボールエステルにさらされると、Ser-745とSer-756の両方がリン酸化されます。 Thr-758のリン酸化（Ser-756はリン酸化されない）により、14-3-3タンパク質との相互作用が可能となる。,類似性：インテグリンβ鎖ファミリーに属する。,類似性：1つのVWFAドメインを含む。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットからなるヘテロ二量体。β-2はα-L、α-M、α-X、またはα-Dのいずれかと会合する。COPS5およびRANBP9と相互作用する。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害、白血球の内皮透過性遊走、アクチンと細胞骨格の調節、ウイルス性心筋炎
	画像データ
	

	CD18/ITGB2（リン酸化Thr758）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CD18/ITGB2（リン酸化Thr758）抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EGF 200 ng/ml 30分処理したCOS7細胞ライセートのCD18/ITGB2（リン酸化Thr758）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

